
２０１７，１２，３       天ヶ森トレッキングの記録 

穏やかな良いお天気に恵まれ、とても気持ちいいトレッキングを楽しみました。良いお天気続きのためか、ナメ

コは乾燥したものや小さなものなどが多かったです。でも、みなさん、結構収穫されていました。台風の影響で大

木が多く倒れていました。今までに初めての体験で、「こんなふうに倒れるのね。・・」としげしげと観察。自然界の

厳しさを改めて実感しました。今日もたっぷり自然界に浸り気持ち良い山歩を楽しみました。自然に感謝。出会い

に感謝の一日でした。 

 

◆歴史① 花折峠：名前の由来 

 比叡山と比良山のちょうど中間に位置する、標高 591ｍにある峠。比叡山の回峰行者たちが、比叡山の奥の院

とも言うべき葛川の明王院の籠る際、この峠でいきみ（仏に供える花）を手折ったことからこの名がある。 

◆歴史② 滋賀県中西部、大津市の葛川坂下町(かつらがわさかしたちょう)と伊香立途中(いかだちとちゅう)町

の境にある峠。「はなおりとうげ」ともいう。丹波(たんば)高地と比良(ひら)山地の間を流れる安曇(あど)川と和邇

(わに)川との分水嶺(ぶんすいれい)にあたり、標高 591 メートル。この地を南北に走る断層を花折断層という。現

在、国道 367 号が通じるが、この道路は古くから京都と若狭(わかさ)を結ぶ交通路として利用され、街道屈指の

難所として知られた。1975 年（昭和 50）トンネルが開通し交通条件は良くなった。 

 

◆トレッキングの様子 

    

 花折れ峠          落ちていた鹿の頭蓋骨   途中方面の眺望      急坂を登る 

 

    

気持ち良い雰囲気        ナメコの収穫    穏やかな日和、「気持ち良いね」と談笑しながら 

 

    

大きなナメコ     もうすぐ天ヶ森山頂です。  小出石の下山コースで。  ぽかぽか気持ち良い山歩です。 

鹿剥ぎの被害に。 

厳しい自然の現実を目の当たりにして、「可哀そうだ

けど仕方ないね」など・・・ 


